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１．令和６年度事業の概要 

 

当協会の運営につきましては、平素から関係各位のご指導ご支援を賜り、厚くお礼申し 

上げます。 

さて、令和６年度の我が国の経済は、政府(令和７年１月閣議決定)に依りますと「緩やか

な回復を続け、実質国内総生産（実質ＧＤＰ）成長率は 0.4％程度、名目国内総生産（名目

ＧＤＰ）成長率は 2.9％程度、 消費者物価（総合）は 2.5％程度の上昇率になると見込まれ

る。」とのことでした。 

こうした中で、令和６年度の貨物取扱トン数は 1億 4,684万トン、協会の重要な運営資金

となる港湾福利分担金(第１次交付金)は 2億 3,800万円でした。 

このような情勢のもと、次のとおり令和６年度事業を実施いたしました。 

はじめに、施設運営事業でありますが、当協会の運営する施設は、総合厚生施設１１施設 

のほか現場施設や保養施設など合計で２２施設あります。 

令和６年度は、これらの施設の運営にあたり、前年度に引き続き、一層の運営の効率化と

経費節減に努める一方で施設の整備・改善に積極的に取り組みました。 

施設利用者につきましては、216,586 人で前年度に比べ 29,871 人・16.0％増加しました。 

収入につきましては、前年度に比べ 8,795千円増加の 145,259千円で、また、支出につき

ましては前年度に比べ 12,690千円増加の 285,864千円でした。 

次に、施設の整備につきましては、下関港湾福祉センターをはじめ１４施設で 工事等を

行い、その費用は日港福の助成金と合わせて 8,434万円でした。なお、今回の施設整備によ

り、今後は、一層の効率的な運営と利用者の利便性の向上が図られるものと思われます。 

このほか、「体育・文化事業への助成事業」をはじめ各種助成事業につきましては、    

前年度に引き続き実施しました。 

今後とも、運営の効率化や経費の節減、施設の整備改善などに取り組む一方で、港湾福利 

厚生サービスの充実にも努めて参りたいと考えますので、関係各位のご理解と、一層の  

ご指導ご協力を賜りますようお願い申し上げます。 
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２．施設運営事業の概要 

 

（１）施設の利用状況及び収支状況（資料№１～３参照） 

 

令和６年度における施設の利用状況及び収支状況は、次表のとおりです。 

このうち、総合厚生施設及び現場施設・保養施設の利用者数は、216,586 人で前年度に

比べ 29,871人・16.0％増加しました。 

収入は、145,259千円で前年度に比べ 8,796千円の増加でした。 

支出は、285,864千円で前年度に比べ 12,691千円の増加でした。 

この結果、収支差額は前年度より 3,895千円増加して 140,605千円となりました。 

なお、この収支差額は港湾福利分担金（第１次交付金）をもって補填しております。 

 

＜施設の利用状況＞ 

（単位：注参照） 

区 分 
令和６年度 令和５年度 

備   考 
施設数 利用者数 前年度比 施設数 利用者数 

総合厚生施設 11 184,201 20,552 11 163,649  

現 場 施 設       5 27,312 9,105 5 18,207  

保 養 施 設 2        5,073 214 2 4,859  

計 18 216,586 29,871 18 186,715  

住        宅 2 (2棟) 420 0 2 (2棟) 420  

駐   車   場 2  325 △16 2  341 収容台数 31台 

（注）利用者数は、総合厚生施設、現場施設及び保養施設は延人数、住宅は延戸数、駐車場は延台数である。 

 

 

＜施設の収支状況＞ 

（単位：円） 

区 分 
令和６年度 令和５年度 

収入額 支出額 差引額 収入額 支出額 差引額 

総合厚生施設 93,533,853 197,772,846 △104,238,993 85,786,839 187,453,059 △101,666,220 

現 場 施 設 6,787,144 16,793,573 △10,006,429 6,768,411 16,980,792 △10,212,381 

保 養 施 設 29,157,461 57,265,561 △28,108,100 28,166,883 55,351,664 △27,184,781 

住 宅 12,836,600 11,932,930 903,670 12,773,680 11,363,534 1,410,146 

駐 車 場 2,943,928 2,099,288 844,640 2,967,460 2,024,560 942,900 

計 145,258,986 285,864,198 △140,605,212 136,463,273 273,173,609 △136,710,336 

対前年度増減額 8,795,713 12,690,589  10,965,174 5,827,027  
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（２）施設別運営状況 

 

① 総合厚生施設 

 

総合厚生施設(下関・太刀浦・洞海・博多中央・長崎・八代・細島・油津・鹿児島の各 

  港湾福祉センター及び太刀浦・津久見の港湾会館：計１１施設)の利用状況等は、次表の  

とおりです。 

これら施設における令和６年度の利用者数は 184,201人で、前年度に比べ 20,552人・ 

12.6％の増加でした。 

収入は、93,534千円で前年度に比べ 7,747千円 9.0％の増加でした。 

支出は、197,773千円で前年度に比べ 10,320千円・5.5％の増加でした。 

 

＜総合厚生施設の利用状況及び収支状況＞ 

区 分 
令和６年度 令和５年度 

実  績 対前年度増減数 増減比 実  績 

利用数 (人) 184,201 20,552 12.6 163,649 

収 支 

(円) 

収 入 93,533,853 7,747,014 9.0 85,786,839 

支 出 197,772,846 10,319,787 5.5 187,453,059 

差 引 △104,238,993 － 2.5 △101,666,220 

 

 

② 現場施設（休憩所） 

 

現場施設（宇部新町・小野田・小倉・伊万里・谷山の各港湾労働者休憩所：計５施設）

の利用状況等は次表のとおりです。 

これら施設における令和６年度の利用者数は 27,312人で、前年度に比べ 9,105人・

50.0％増加しました。 

収入は、6,787千円で前年度に比べ 19千円・0.3％の増加でした。 

支出は、16,794千円で前年度に比べ 187千円・2.0％の減少でした。 

   

 

＜現場施設の利用状況及び収支状況＞ 

区 分 
令和６年度 令和５年度 

実  績 対前年度増減数 増減比 実  績 

利 用 者 数 (人) 27,312 9,105 50.0 18,207 

収 支 

(円) 

収 入 6,787,144 18,733 0.3 6,768,411 

支 出 16,793,573 △187,219 △1.1 16,980,792 

差 引 △10,006,429 － △2.0 △10,212,381 
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③ 保養施設 

    

㋐ 別府保養センター 

 

別府保養センターの利用者数は 2,520人で、前年度に比べ 75人・3.1％の増加と   

なりました。 

収入は、13,752千円で前年度に比べ 293千円・2.2％の増加でした。 

支出は、25,321千円で前年度に比べ 1,116千円・4.6％の増加でした。 

繰入金による補填額は、11,569千円となっております。  

 

＜別府保養センター利用状況及び収支状況＞ 

区 分 
令和６年度 令和５年度 

実  績 対前年度増減数 増減比 実  績 

利 

用 

者 

(人) 

宿    泊 

(内、会員) 

2,520 

（2,402） 

75 

（113） 

3.1 

（4.9） 

2,445 

（2,289） 

休    憩 0 0 0 0 

計 2,520 75 3.1 2,445 

収 

支 

(円) 

収     入 13,751,974 292,721 2.2 13,459,253 

支     出 25,321,124 1,115,883 4.6 24,205,241 

差     引 △11,569,150 － 7.7 △10,745,988 

 

 

㋑ 武雄保養センター 

 

武雄センターの利用者数は 2,553人で、前年度に比べ 139人・5.8％の増加と なり

ました。 

収入は、15,405千円で前年度に比べ 698千円・4.7％の増加でした。 

支出は、31,944千円で前年度に比べ 798千円・2.6％の増加でした。 

繰入金による補填額は、16,539千円となっております。 

 

＜武雄保養センター利用状況及び収支状況＞ 

区 分 
令和６年度 令和５年度 

実  績 対前年度増減数 増減比 実  績 

利 

用 

者 

(人) 

宿    泊 

(内、会員) 

2,484 

（1,929） 

129 

（120） 

5.5 

（6.6） 

2,355 

（1,809） 

休    憩 69 10 16.9 59 

計 2,553 139 5.8 2,414 

収 

支 

(円) 

収     入 15,405,487 697,857 4.7 14,707,630 

支     出 31,944,437 798,014 2.6 31,146,423 

差     引 △16,538,950 － 0.6 △16,438,793 
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④ 住 宅 

 

八幡竹末住宅（1棟・20戸）及び八幡西大谷住宅（1棟・24戸）の利用状況等は 

次表のとおりです。 

令和６年度における利用延戸数は前年度と同様の 420戸となりました。 

収入も前年度とほぼ同額の 12,836千円でした。 

支出は、11,933千円で前年度に比べ 569千円・5.0％の増加でした。  

 

＜住宅の利用状況及び収支状況＞ 

区 分 
令和６年度 令和５年度 

実  績 対前年度増減数 増減比 実     績 

利用延戸数(戸) 420(79.5％) 0 0 420(79.5％) 

収  

支 

(円) 

収  入 12,836,600 62,920 0.5 12,773,680 

支  出 11,932,930 569,396 5.0 11,363,534 

差  引 903,670 － △35.9 1,410,146 

  (注) 利用延戸数・実績欄の（ )内の数字は、入居率（利用延戸数／収容延戸数)である。 

 

 

⑤ 駐車場 

 

駐車場は、門司白野江（収容台数 87台）及び八幡穴生（同 31台）の２施設です。 

令和６年度における利用状況等は次表のとおりです。 

収入は 2,944千円、支出は 2,099千円で収支差額は 845千円となっております。 

なお、門司白野江駐車場は平成 29年 4月より賃貸先が管理・運営を行っており、   

次表の利用延台数及び収入は八幡穴生駐車場のみの実績です。 

 

 

＜駐車場の利用状況及び収支状況＞ 

区 分 
令和６年度 令和５年度 

実  績 対前年度増減数 増減比 実  績 

利用延台数(台) 325(87.4％) △16 △4.7 341(91.7％) 

収 

支 

(円) 

収  入 2,943,928 △23,532 △0.8 2,967,460 

支   出 2,099,288 74,728 3.7 2,024,560 

差   引 844,640 － △10.4   942,900 

(注) 利用延台数・実績欄の（ )内の数字は、利用率（利用延台数／収容延台数)である。 
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３．助成事業の概要 

 

各種助成事業に関しましては、関係者の方々から好評をいただいております。 

なお、令和６年度の実績は次表のとおりです。 

 

 

①  体育・文化活動助成 

区 分 
令和６年度 令和５年度 

助成額(円) 対前年度比 助成件数 助成額(円) 

体育・文化活動 3,693,270 19.6 16 3,088,903 

 

 

 

②  宿 泊 費 助 成 

区 分 
令和６年度 令和５年度 

助成額(円) 対前年度比 割引宿泊券(枚) 助成額(円) 

別府保養センター 4,644,000 5.4 2,322 4,406,000 

武雄保養センター 3,694,000 6.9 1,847 3,454,000 

シーパレス日港福 178,000 △8.2 89 194,000 

合  計 8,516,000 5.7 4,258 8,054,000 

  

 

 

③  技能訓練・養成助成 

区 分 
令和６年度 令和５年度 

助成額(円) 対前年度比 助成件数 助成額(円) 

技能訓練・養成 5,583,000 49.4 317 3,736,400 
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４．施設の整備状況 

令和６年度に実施しました施設の整備状況は次のとおりです。 

① (一社)日本港湾福利厚生協会の施設整備助成金による整備 

(単位:千円) 

施  設 名 工 事 名 工事金額 助成金額※ 工 期 

下関港湾福祉センター 外壁塗装・屋根改修工事 4,730 4,730 
自：R6. 4.18

至：R6. 5.24 

八幡港湾労働者竹末住宅 給水ポンプ更新工事 1,540 1,540 
自：R6. 5.17

至：R6. 5.17 

博多中央港湾福祉センター 外壁塗装・屋上防水工事 13,200 13,200 
自：R6. 5.20

至：R6. 9.25 

長崎港湾福祉センター 空調・換気設備更新工事 5,500 5,500 
自：R6. 4.25

至：R6. 4.29 

細島港湾福祉センター 外壁等改修工事 31,790 31,790 
自：R6. 4.22

至：R6. 8.10 

鹿児島港湾福祉センター 
外壁塗装・内装改修・空調

設備更新工事 
14,850 14,850 

自：R6. 4.22

至：R6. 9.30 

別府保養センター １階空調設備更新工事 1,550 1,550 
自：R6. 5.13

至：R6. 5.27 

武雄保養センター 放送設備改修工事 1,980 1,980 
自：R6. 5.13

至：R6. 5.31 

合   計 ８施設８件 75,140 75,140  

※協会負担分：なし 

 

② 協会予算による整備 

施 設 名 工事等額（円） 整 備 概 要 

宇部新川港湾労働者休憩所 127,290 エアコン設置工事 

小倉港湾労働者休憩所 297,000 熱線反射フィルム取付工事 

八幡港湾労働者西大谷住宅 691,548 電気メーター保護BOX取替工事 

博多中央港湾福祉センター 546,700 自動ドア取替工事 

伊万里港湾労働者休憩所 873,400 健康器具の購入ほか１件 

細島港湾福祉センター 935,880 エアコン取替工事 

油津港湾労働者福祉センター 715,000 エアコン取替工事 

鹿児島港湾福祉センター 137,500 駐車場ライン工事 

別府保養センター 2,499,120 水中ポンプ取替工事ほか４件 

武雄保養センター 1,792,340 給水ユニット交換工事ほか２件 

本部 583,000 耐火金庫の購入 

合   計 9,198,778  
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５. 港湾貨物取扱量及び港湾福利分担金 

 

①  港湾貨物取扱量（資料№４～５参照） 

令和６年度の港湾貨物取扱量は、146,849千トンであり、前年度に比べ 1,938千トン 

  ・1.3％減少しました。 

（単位：千トン） 

       年度 

区分 

令和６年度 令和５年度 

取  扱  量 取 扱 量 対前年度増減量 増減率（％） 

一 般 荷 役 20,390 △699 △3.3 21,089 

特殊料金荷役 102,420 △1,793 △1.7 104,213 

検数・検量 18,438 479 2.7 17,959 

関 連 事 業 5,601 75 1.4 5,526 

合 計 146,849 △1,938 △1.3 148,787 

 

 

②  港湾福利分担金（資料№４参照） 

令和６年度港湾福利分担金は、第１次及び第２次交付金の合計 396,630 千円であり、

前年度に比べ 7,029千円の減少でした。  

このうち、地方分担金である第１次交付金は 237,979千円で、前年度に比べ 4,217 

千円の減少となりました。  

（単位：千円） 

         年度 

分担金 

令和６年度 令和５年度 

金    額 金 額 対前年度増減額 増減率（％） 

第１次交付金 

(地方分担金 ) 
237,979  △4,217 △1.7 242,196 

第２次交付金 

(中央分担金 ) 
158,651 △2,812 △1.7 161,463 

合 計 396,630 △7,029 △1.7 403,659 

 

 

③  元請港運事業者数（資料№６参照） 

令和 6年 12月 31日現在の港湾福利分担金納入登録事者数は、前年末と比べ１社 

増加の２３７事業者でした。 

区 分 令和６年末 増 減 数 令和５年末 備  考 

港湾荷役 176 1 175  

検数・検量 42 0 42  

関連事業 19 0 19  

合 計 237 0 236  
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６．役員及び評議員の改選 

令和６年度第 1回理事会及び令和６年度定時評議員会において、下記の役員及び評議員 

の選任が行われ承認されました。 

 

（１）理 事 

  新任  堤 正二郎  一般財団法人九州港湾福利厚生協会 専務理事 

      德光 昌己  山協港運株式会社 代表取締役社長 

      柴田 智典  相互運輸株式会社 代表取締役社長 

 

  退任  藤原 寿男  一般財団法人九州港湾福利厚生協会 専務理事 

      鶴丸 俊輔  鶴丸海運株式会社 代表取締役会長 

      岩﨑  純  相互運輸株式会社 代表取締役社長 

 

 重任  野畑 昭彦  門司港運株式会社 代表取締役社長 

      米田 亘宏  下関海陸運送株式会社 代表取締役社長 

      船方 秀司  日鉄物流株式会社 常務執行役員 九州支店長委嘱 

      中部憲一郎  長崎倉庫株式会社 代表取締役社長 

      辻  宏成  西九州倉庫株式会社 代表取締役社長 

      松木 喜一  松木運輸株式会社 代表取締役会長 

      中津留伸亮  株式会社中津留組 代表取締役 

      三輪 亮介  八興運輸株式会社 代表取締役社長 

      渕上 久典  王子物流株式会社 日南事業所長 

大西英二朗  鹿児島海陸運送株式会社 代表取締役社長 

      法本 健吾  全日本港湾労働組合九州地方本部 執行委員長 

      山中 直樹  全日本港湾労働組合九州地方本部 副執行委員長 

      小野圭一朗  全日本港湾労働組合九州地方本部 書記長 

      木原 國博  全日本検数九州支部労働組合 執行委員長 

岡部 一男  日本検定労働組合九州地方連合 委員長 

 

（２）監 事 

  重任  山下 幸之  東海運株式会社 九州事業部長 

      山田 憲司  全日本港湾労働組合九州地方関門支部 書記長 

 

（３）評議員 

  新任  岩井  勝  住吉運輸産業株式会社 代表取締役社長 

       

 退任  中原 律夫  住吉運輸産業株式会社 代表取締役社長 

 

重任  橋本 満敬  興洋産業株式会社 代表取締役社長 

     佐々木哲夫  共同産業株式会社 代表取締役社長 

     赤尾 直哉  株式会社ケイティエル 代表取締役社長 

     中江 英毅  苅田港海陸運送株式会社 代表取締役社長 
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本田  充  三池港物流株式会社 総務課長 

     今泉 清美  株式会社奈雅井 代表取締役社長 

     佐々木龍児  三角海運株式会社 代表取締役副社長 

     岩本 泰明  南九州センコー株式会社 港湾営業所長 

     境  清一  株式会社ジェネック 佐伯支店長 

     有村 忠洋  名瀬港運株式会社 代表取締役社長 

     津々見英一  全日本港湾労働組合九州地方関門支部 副執行委員長 

     白濱  勲  全日本港湾労働組合九州地方苅田支部 執行委員長 

     部原 幸司  全日本港湾労働組合九州地方博多支部 副執行委員長 

下村 浩樹  全日本港湾労働組合九州地方鹿児島支部 執行委員長 

 

７．会議に関する事項 

 

（１）理事会、評議員会 

会議名（開催日） 議   題 

令和６年度 

第１回理事会 

 

（令和 6年 6月 7日） 

 

1.令和５年度事業報告(案)について 

2.令和５年度事業収支決算(案)及び公益目的支出計画実施報告書 

(案)について 

3.評議員会の招集について 

4. 役員及び評議員の任期満了に伴う改選について 

令和６年度 

定時評議員会 

 

（令和6年6月25日） 

1.令和５年度事業報告について 

2.令和５年度事業収支決算(案)及び公益目的支出計画実施報告書

(案)について 

3.役員の一部変更について 

4.評議員の一部変更について 

令和６年度 

第２回理事会 

（令和6年6月25日） 

  【書面決議】 

1.代表理事等の選任について 

令和６年度 

第３回理事会 

（令和7年3月18日） 

1.令和６年度予備費使用について 

2.令和７年度事業計画(案)及び令和７年度収支予算(案)について 

 

 

 

 

 

 

 

－10－ 



（２）保養センター運営委員会 

会議名（開催日） 議   題 

令和６年度 

第１回委員会  

 

（令和6年5月23日） 

1.令和５年度事業報告書(案)について 

2.令和５年度収支決算書(案)について 

3.その他 

①令和６年度「日港福」施設整備助成に係る工事について 

②割引宿泊券の利用状況について 

令和６年度 

第２回委員会 

 

（令和7年2月13日） 

1.令和７年度運営事業予算(案)について 

2.保養センターの利用状況について 

①利用状況 

②年度別・月別宿泊者数の推移 

③年度別事業収入の推移 

3.令和７年度「日港福」施設整備助成に係る工事について 

 

 

 

（３）(一社)日本港湾福利厚生協会主催会議 

会議名（開催日） 議   題 出席者 

令和６年度第１回理事会  

 

（令和 6年 5月 8日） 

1.2023年度事業報告(案)及び収支決算(案)並び 

に公益目的支出計画実施報告書(案)の件 

2.第 62回定時総会招集の件 

理事長 

専務理事 

 

第 62回定時総会 

 

（令和 6年 6月 12日） 

 

1.2023年度事業報告及び収支決算(案)並びに  

公益目的支出計画実施報告書の件 

2.2024年度事業計画及び収支予算の件  

3.役員選任の件 

理事長 

専務理事 

 

 

令和６年度第２回理事会  

（令和 6年 6月 12日） 

1.会員入会の件  

  

理事長 

専務理事 

全国専務理事会議  

（令和 6年 10月 10日） 

1.当面の諸問題について 

2.2025年度施設整備事業助成ついて 

3.シーパレスの現状と利用促進について 

専務理事 

令和６年度第３回理事会  

（令和 7年 3月 12日） 

1.2024年度事業報告(案)の件 

2.2025年度事業計画(案)及び収支予算(案)の件  

理事長 

専務理事 

 

 

 

 

８．監査に関する事項 

 

令和 6年 5月 21日、令和５年度決算に関する監事の監査が行われました。 
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９．関係官庁への報告 

 

令和 6 年 6 月 21 日、内閣総理大臣(内閣府公益認定等委員会事務局)に対して、「令和 

５年度公益目的支出計画実施報告書」を提出しました。 

 

 

 

10.  登記に関する事項 

 

令和 6年 7月 18日、役員及び評議員の任期満了改選に伴う登記を行いました。 
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